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In the present work, we successfully applied to both light and electron microscopes in the study of the fine structures in 
marine epipelic diatom Mastogloia minutissima Voigt. The following morphological features of this taxa are described 
in detail for the first time. M. minutissima has almost straight external raphe fissures, hooked terminal fissures, biseriate 
areolae, partectum with puncta, partectal ducts with external openings closed to each pole, cingulum composed of a 
valvocopura and two second bands.        
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　Mastogloia は Thwaites (in Smith 1856) に よ り 設 立
された羽状類双縦溝珪藻で，チクビレツケイソウ目
(Mastogloiales)，チクビレツケイソウ科 (Mastogloiaceae)
に属する (Round et al. 1990)．本属の特徴は，細胞は
粘液を分泌して単体で基質に付着し，被殻の殻面は披
針形，接殻帯片が区画とよばれる小室を有するという
点である (Smith 1856)．300 種以上が記載される大き
な分類群で (Van Landingham 1971)， 全世界的に分布す
るが，その多くは熱帯の海から報告されている (Cleve 
1895)．本属の形態学的研究はこれまでに Stephens and 
Givson (1980), Novarino (1990), Hein et al. (1993) な ど，
多数の報告があるが，殻の外形，区画環の形態，粘液
物質の形状が非常に多様であり，属全体を包括する研
究はなされていない．また本邦産種の形態学的研究は
後藤 (1987) と Gotoh(1990) のみである．全世界の沿
岸域に広く分布する本属の分類を整理し，系統を解明
する上で多くの分類群についての形態学的，および生
態学的資料を蓄積することは必要不可欠である．
　 今 回 筆 者 ら は 北 海 道 厚 岸 湖 に 生 育 す る ア マ
モ (Zostera marina Linnaeus) 葉 上 よ り，Mastogloia 
minutissima Voigt と同定される分類群を得，その詳細
な形態を観察したので報告する．
材料と方法
　 観 察 に 用 い た 試 料 は， 標 本 番 号 : MTUF-AL-
TO-0081，付着基質はアマモで，北海道厚岸湖で
2006 年 8 月 8 日に採集し，50% 海水ホルマリンで
固定したものを用いた．葉緑体の観察を行った後，試
料を定法 ( 南雲 1995，南雲・長田 2001) によって処
理し，光学顕微鏡 (OPTIPHOT-2, Nikon) および走査型
電子顕微鏡 (S-4000, 日立製作所 ) で被殻形態を観察
した．なお，本研究で用いた術語は全て小林ら (2006)
に準拠した．
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結果と考察
Mastogloia minutissima Voigt, J. R. Microsc. Soc. 62: 
1 - 20 (1942).
Synonym: M. liaotungensis Voigt. J. R. Microsc. Soc. 
71: 440 - 449(1952).
　LM 観察：殻面の殻形は披針形で，殻長は 15-24μ
m，殻幅は 5-6.5μm．殻端は嘴状．縦溝は直線状．
条線は 10μm あたり 23-26 本で，殻の中央では平
行，極域ではわずかに放射状に配列する．中心域の
形は楕円形．H 字形に伸びた無紋域（側域）をもつ
(Figs. 1-5)．帯面の殻形は長方形で，両殻面はほぼ並
行 (Figs. 6-8)．区画は片側に 1-3 個配置し，その幅は
1.5-2.5μm，区画数が左右で異なる個体も観察された
(Figs. 11, 12)．これらの形態学的特徴により本種は M. 
minutissima と同定され，原記載 (Voigt 1942) とよく
一致した．葉緑体は 2 個，細胞の前後に配置する (Figs. 
9, 10)．粘液物質は観察されなかった．
　SEM 観察：殻面は凹凸がなく平滑．殻肩は明瞭，
殻套は浅い (Fig. 13)．縦溝の外裂溝は直線状，外中心
裂溝は湾曲せず中心孔を形成し (Fig. 15)，極裂は両極
とも同一方向に湾曲する (Fig. 17)．内裂溝は直線状
(Fig. 14)，内中心裂溝は湾曲せず (Fig. 16)，極末端は
蝸牛舌を形成する (Fig. 18)．条線は篩板によって閉塞
される 2 列の胞紋からなる (Fig. 19)．篩板は，内面観
では 2 列の小孔を持つ多孔篩板で，間条線が発達して
肋を形成する (Fig. 20)．殻の極域では殻縁が内部に張
り出し，偽隔壁を形成する (Fig. 18)．
　半殻帯は 3 枚の帯片からなる (Figs. 21-24)．これら
の帯片は，微細構造より，以下の 2 タイプに区別され
た．
　タイプ 1：接殻帯片 (VC)．片極開放型 (Figs. 26, 
27)．区画と呼ばれる小室をもち (Fig. 25)，区画表面
には数個の小孔がある (Fig. 28)．区画導管は極域まで
伸びて被殻外部に開口する (Figs. 29, 30)．開口数は
区画数と同数である．
　タイプ 2：第 2 帯片 (S1, S2)．片極開放型．区画や
Figs. 1-12. M. minutissima Voigt with LM. Figs. 1-5, 9, 11, 12. Valve views. Figs. 6-8, 10. Girdle views. 
Figs. 9, 10. Fixed cells. Figs. 6-10. Frustules. Figs. 1-5, 11,12 a, b. Same cells shown at different focal planes. Figs. 11,12. Cell 
has asymmetry pertectum.
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Figs. 13-18. M. minutissima Voigt  with SEM. Figs. 13, 15, 17. External views of a valve. Figs. 14, 16, 18. Internal views of a 
valve. Figs. 13, 14. Whole valves. Figs. 15, 16. Central area. Fig. 17. Terminal raphe fissure. Fig. 18. Helictoglossa (arrow) and 
pseudoseptum (arrowhead). 
胞紋等の特別な構造をもたず，表面は平滑．
　M. minutissima の 被 殻 形 態 は M. liaotungensis 
Voigt (1952) に類似する．両種の原記載 (Voigt 1942, 
1952) による相違点は，殻長，殻幅，区画数の 3 点の
みである．前者が，それぞれ 16.5μm，5.5μm，片
側に 1 個であるのに対し，後者は，19-24μm，6.5-8
μm，片側に 2 個である． 今回の計測の結果，殻長
と殻幅は M. liaotungensis にも一致し，区画数も殻長
とともに 1-3 個の変異をもつことが明らかになった．
したがって，これら 3 つの形質は 2 種を区別する分
類形質にはならないと判断し，M. liaotungensis は M. 
minutissima のシノニムであると考えられる．両種のタ
イプ試料をもとにさらに検討する予定である．
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